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人が「つながり」ながら、食について「学び」を深め、食に関する「体験」活動の機会を増やしていくことで、

豊かな生き方ができるよう、食育の取組を進めます。乳幼児期から中学生は健康づくりの土台づくりの時期である

こと、20～30歳代は他の世代より課題が多くみられることから重点世代とし、取組の強化を図ります。 
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